
令和 6 年 9 月三田市議会定例会(第 377 回)一般質問発言通告一覧 

(第３日・９月５日 個人質問) 

２１番 今北 義明 ＜一問一答＞ 

１ 田村市長就任 1 年間の成果について 

(1) 「市民本位の三田市政に！」を掲げ就任された市長の 1年間の自己評価を伺う。 

(2) 公約実現に向けての取り組みを伺う。 

２ 都市計画道路の見直しについて 

(1) 廃止路線素案提案に至るまでの経緯を伺う。 

(2) 廃止路線になることで、規制の下に建築等された方への対応を伺う。 

(3) 地元地域への説明の計画はあるのか伺う。 

(4) 見直しにならなかった路線の事業化計画を伺う。 

３ 「地域計画」の策定について 

(1) 対象範囲を農振農用地区域内の農用地のみにできないのか伺う。 

(2) 高齢者・後継者のいない方等の扱いについて伺う。 

(3) 策定作業を農会がするのではなく、直接市がすべきではないのか伺う。 

(4) 現状維持するのが困難な農地は対象から除外できないか伺う。 

(5) 「地区計画」による開発等農用地利用上の制約はあるのか伺う。 

 

 ２０番 松岡 信生 ＜一問一答＞ 

１ 「三田市財政構造改善」と市長公約について 

(1) 具体的な施策展開と市長公約について。 

(2) 「こどもを核としたまちづくり」施策の優先順位について。 

２ 将来にわたる健全財政の堅持について 

(1) 学校再編を含む公共施設の適正化について。 

(2) 今後の財政見通しの公表について。 

(3) 財政調整基金に対する考え方について。 

３ 持続可能なまちづくりについて 

(1) 土地規制緩和に向けた取組みについて。 

(2) 人口減少時代にも魅力を感じるまちづくりについて。 

４ 魅力ある新病院の実現について 

(1) 医師及び医療人材確保について。 

(2) 新病院整備に向けた見通しについて。 

 

 １７番 美藤 和広 ＜一問一答＞ 

１ 田村市長の 1年間の総括について 

(1) 「こどもを核としたまちづくり」を実現するための無料化政策。 

 (ｱ) 財源確保と継続性｡ 

  (ｲ) 財政構造改善プログラム｡ 

(ｳ) やり切る覚悟はあるのか｡ 

(2) 人口政策。 



 (ｱ) 少子高齢化・人口減少の対策は｡ 

 (ｲ) 無料化政策をすれば実現するのか｡ 

(ｳ) 転入促進には生活全般の向上が必要｡ 

(3) 経済政策。 

  (ｱ) 人口増に寄与できる産業促進｡ 

  (ｲ) 雇用や担い手不足をどうするのか｡ 

２ 地域医療の充実について 

(1) 現市民病院の跡地活用。 

(2) 在宅医療と遠隔医療。 

３ 都市計画税の使途と市民意識について 

(1) オールドニュータウンの保守体制。 

４ 非常事態への危機管理について 

(1) 防災訓練と図上訓練。 

(2) 日常にこそ危機管理。 

５ 部署をまたがる事業のプロジェクト化について 

(1) 縦割り行政の弊害。 

(2) 将来をみた組織と費用のあり方。 

 

１１番 大西 雅子 ＜一問一答＞ 

１ こどもを核としたまちづくりについて 

(1) 対話によるこどもを核としたまちづくりの推進について。 

(2) 子どもの人権について見解を伺う。 

２ 公民連携による生活困窮者等への支援策について 

(1) フードシェアリングの取り組みについて。 

(2) 規格外商品の活用について。 

(3) 公共冷蔵庫の設置や運用支援について。 

３ 高齢者に寄り添う支援について 

(1) 傾聴支援と地域とのつながりについて。 

(2) 軟骨伝導支援について。 

 

１６番 北本 節代 ＜一括＞ 

１ 路線バス休止に伴う三田市の対応について 

(1) 複数路線での路線バス廃止に伴う現在の対応状況について。 

(2) コミュニティバス導入について。 

(3) スクールバスの対応について。 

２ 農作業に伴う野外焼却について 

(1) 野外焼却、いわゆる野焼きに対する三田市の見解について。 

３ 長坂中学校と藍中学校の再編・統合について 

(1) 現在、白紙の状況が続いているが、学校のあり方に関する基本方針に基づいた協議は、いつ

再開されるのかについて。 

(2) 小中一貫校の導入の考えについて。 

４ 部活動の地域移行について 



(1) 地域移行の進捗状況について。 

(2) 子どもたちの学校に対する信頼感を教育委員会として、どのように受け止めているのかにつ

いて。 

５ 城山公園野球場の熱中症対策について 

(1) 命を守ることを最優先に観戦者席に屋根を設置することについて。 

６ 格差のないまちづくりについて  

(1) 農村部、ニュータウン、旧市街地が共存するまちづくりを推進する上で、誰もが安心して暮

らせるまちづくりについて見解を伺う。 

 


